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授業概要

授業内容

年月日(曜) 時限 担当教員 項目 内容
課題

有・無

授業形式

（原則、対面。)

2020年10月12日(月曜日) 1 福本 形容詞　P.20 対面

2020年10月19日(月曜日) 1 福本 指示形容詞　P.21 対面

2020年10月26日(月曜日) 1 福本 「行く」「来る」(プリント) 対面

2020年11月2日(月曜日) 1 福本 ミニ復習　P.24 対面

2020年11月9日(月曜日) 1 福本 復習　P.25 対面

2020年11月16日(月曜日) 1 福本 所有形容詞　P.26,27 対面

2020年11月25日(水曜日) 1 福本 自動詞・他動詞・状況補語　P.28 対面

2020年11月30日(月曜日) 1 福本 代名動詞（プリント） 対面

2020年12月7日(月曜日) 1 福本 代名動詞復習　P.31 対面

2020年12月21日(月曜日) 1 福本 復習　P.31,32 対面

2021年1月4日(月曜日) 1 福本 時刻（プリント）　P.34 対面

2021年1月14日(木曜日) 1 福本 会話　P.35 対面

2021年1月18日(月曜日) 1 福本 不規則動詞　P36,37 対面

2021年1月25日(月曜日) 1 福本 天候表現　P.38 対面

2021年2月1日(月曜日) 1 福本 頻度の表現　P.40 対面

授業形式・

視聴覚機器の利用

評価方法

教科書・

参考文献

学生へのメッセージ

音声教材などを用いて、無味乾燥な授業に陥らないようにする予定だが、他方、学生諸

君の参加を重視する方針である。また、折に触れ、フランスの現状や豊かな文化に触れ

る機会も設けたいと思っている。発表を重視する学生参加型の授業を行う。

出席状況・発表点・定期試験の成績からの総合評価

①全回出席を前提とする。出席は加点の対象とせず、正当な理由（忌引き、病欠、交通

機関の遅延など）がない場合の欠席や遅刻は減点の対象とする。かつ、正当な理由のな

い欠席が授業回数の三分の一を超える場合は、期末試験の受験資格を与えず、単位の認

定もしない。

②期末試験の成績が100点満点換算で60点を下回った場合は、出席率の良し悪しに関わ

らず、単位を認定しない。

『フランセ・アンタンシフ』石野好一他　朝日出版社

辞書等は授業時間中に指示する。

フランス語Ⅱａ

福本　逸美

第１学年　後期　１単位

Ⅰ、Ⅱの履修を通じて、フランス語の基本的な仕組みを理解し、簡単なフランス語が話

せ聞き取れる能力を身につけること、平易な文章の読み書きができるようになることを

目標とする。(Ⅰa,Ⅰb終了で、仏検５級レベル。Ⅱa,Ⅱb終了で仏検４級レベル。CEFR

のA1かA2'レベル。）

文法、新出表現を学習したのち、他者の考えを理解すると同時に、必要なことをフラン

ス語で表現できる力を養う。

	フランス語の発音・文字から始め、段階を追って一通りの基礎を学習する。

正しい相互理解のためには、最低限の「言葉のルール」は不可欠である。自分勝手に単

語を並べても考えをうまく伝達できるとは限らないし、単語を覚えているだけでは相手

のことも正しく理解できない。最小限の、しかし欠かすことのできない知識をきちんと

習得しつつ、反復練習・グループ練習を通して、フランス語運用力を身につけることに

しよう。

2020年度後期　講義概要


